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「
『老
朽
原
発

全
て
の
原
発
の
廃
炉
を
求
め
る
』
全
国
交
流
集
会

ｉ
ｎ
敦
賀
」

立
石
雅
昭
さ
ん
の
特
別
報
告

「能
登

半
島
地
震
の
原
発
へ
の
教一一一星
口」
は
、
原

発
周
辺
に
あ
る
断
層
の
連
動
性
評
価
に

曖
昧
さ
が
あ
る
と
し
て
、
見
直
し
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
、
参
加
者
は
認
識
を

改
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
、

講
師
が
提
起
す
る
諸
込・響
いに
つ
い
て
、

共
有
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
今
後
の

住
民
運
動
の
発
展
に
種
が
蒔
か
れ
た
。

全
国
一攀
燿
公
去
の
前
日
に
は

「現
地

見
学
」

型父
流
△
ご

が
行
わ
れ
た
。

「
記
念
講
演
」

「
特
別
報
告
」
を
聞
い
て

一

「全
て
の
原
発
は
廃
炉
」
の
認
識
を
深
め
る

一

原
発
問
題
住
民
運
動
と
原
発
問
題
住

民
運
動
福
井
県
連
絡
（^

同
嶺
南
セ
ン

タ
ー
共
催
に
よ
る

「
『老
朽
原
発

全

て
の
原
発
の
廃
炉
を
求
め
る
』
全
国
交

法型
公
去
ｉ
ｎ
敦
賀
」
が
９
月
２２
日
午

一

前
１０
時
～
１５
時
３０
分
ま
で
、
敦
賀
市
内

一

の
ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア
敦
賀
で
開
か
れ
た
。
一

全
国
か
ら
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。
集

〈
一内
容
は

一仕
一垂
輸^
著
に
は
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
送
信
さ
れ
た
り
全
一里
冬
一処
集
会
は
、

別
記
プ
ロ
グ
一７
ハに
沿
っ
て
行
わ
れ
た
。

後
藤
政
志
さ
ん
の
記
念
講
演

「老
朽

．全
国
交
流
集
会
特
別
号

原
発
を
語
る
」
は
、

「２
０
０
５
年
ま

で
に
起
き
た
主
な
事
故
・
故
障
」
か
ら

始
ま
る
老
朽
原
発
の
現
状
レ
ｒ一問
題
点
に

つ
い
て
全
面
的
か
つ
具
体
的
に
解
明
さ

れ
た
も
の
で
、
参
加
者
は
改
め
て
老
朽

原
発
の
危
険
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

原発動向、運動の交流をする全国交流集会

∧
全
国
交
流
集
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
∨司会
＝
柳
町
秀

一
。
原
住
連
事
務
局
長

一
、
開
会
あ
い
さ
つ
山
本
　
雅
彦
さ
ん

（原
発
住
民
運
動
福
井

・
嶺
南
セ
ン
タ
ー
）

一
、
来
賓
あ
い
さ
つ
中
鳥
　
哲
演
さ
ん

（原
発
設
置
反
対
小
浜
市
民
の
会
）

木
下
　
　
興
さ
ん

（原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会
）

山
本
富
士
夫
さ
ん

（日
本
科
ふ↓〓
個
会
議
）

笠
井
　
　
亮
さ
ん

（日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
）

一
、
記
念
講
演

「老
朽
原
発
の
危
険
を
語
る
」

後
藤
政
志
さ
ん

（元
東
芝
原
子
炉
設
計
者
）

一
、
特
別
報
告

「能
登
半
島
地
震
の
原
発
へ
の
警
告
」

立
石
雅
昭
さ
ん

（新
潟
大
学
名
ま
一口教
授

・
地
質
学
）

ト
ー
‐昼
食
―
―

一
、
反
原
発
の
歌
―

「福
井
の
う
た
ご
え
合
唱
団
」

一
、
問
題
提
起
　
持
田
繁
義

。
原
住
連
筆
頭
代
表
委
員

一
、
各
地
か
ら
の
報
告

一
、

「若
狭
湾
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
」
」
提
案
と
採
択

一
、
集
会
の

「ま
と
め
」
　

持
田
繁
義

。
筆
頭
代
表
委
員

一
、
閉
会
あ
い
さ
つ
林
　
　
広
員
さ
ん

（原
発
問
題
住
民
運
動
福
井
県
連
絡
会
）

○

「若
狭
湾
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
」
（二
面
）

○

「柏
崎
刈
羽
原
発
」
で
関
係
閣
僚
会
議
と
は
（四
面
）

○
米
が
核
配
備
方
針
改
訂
（五
面
）

●
岸
田
文
雄
政
権
が
掲
げ

る

「戦
争
す
る
日
本
」

「原
発
回
帰
」
路
線
は
、

裏
金
政
治
の
到
達
点
で
あ

り
、
日
本
の
未
来
を
閉
ざ

す
最
悪
の
道
で
あ
る
。
国
民
の
批
判

に
直
面
し
て
退
陣
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
●
岸
田
首
相
は
、
柏
崎
刈
羽
原
発

の
再
稼
働
に
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
介

入
し
て
い
る
。
経
産
相
、
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
長
官
は
じ
め
幹
部
ら
執
拗

に
新
潟
県
に
行
か
せ
て
い
る
。

「国

が
前
面
に
立
つ
」
と
し
て
、
新
潟
県

内
の
経
産
省
、
原
子
力
規
制
委
員
会

の
説
明
会
ま
で
行
っ
て
い
る
●
そ
の

総
仕
上
げ
、
原
子
力
関
係
閣
僚
会
議

を
通
じ
て
の
介
入
で
あ
る
。
岸
田
首

相
は
、
原
発
事
故
時
の
避
難
道
路
の

確
保

へ
の
関
係
省
庁
に
特
別
の
支
援

を
指
示
し
た
。
１
原
発

へ
の
再
稼
働

へ
の
こ
の
介
入
は
異
常
で
あ
る
●
こ

の
新
潟
県
の
特
別
扱
い
に
原
発
立
地

自
治
体
か
ら
は
、
避
難
道
路
な
ど
ど

こ
で
も
同
じ
も
の
だ
、
不
公
平
で
は

な
い
か
の
批
判
の
声
が
上
が
る
。
も

と
も
と
、
原
発
災
害
の
想
定
を
前
提

と
す
る
原
発
を
、　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
選

択
支
と
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ

と
で
あ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

ヘ
の
転
換
の
と
き
で
あ
る
。
イ
タ
チ

の
最
後
っ
屁
は
ご
め
ん
で
あ
る
．

、ヽ_


